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4.3 地下水水質 
 
本調査では、南部地下水開発計画調査の実績や経験を生かして、カンボディア国でも問題と

なり関心を集めている地下水砒素汚染等の水質問題を考慮して、調査対象地域において水質

に重点を置いた調査を実施した。 

 
4.3.1 調査の方法 

 
地下水の水質調査は、新設した JICA 試験井戸について、分析室および現場での水質測定を

行うとともに、既存井戸の地下水についても、分析室および現場での水質測定を行った。 

 
(1) 分析室での水質分析 
JICA 試験井戸完成後、30 ヶ所の試験井戸から合計 31 試料の地下水サンプルを 2001 年８～

10 月に採取して、現地再委託業務によりタイの水質分析機関にて 21 項目の水質分析を行っ

た。また、この分析結果の再チェックおよび鉄除去装置による効果を確認するために、2001
年 12 月に 10 試料の追加サンプルを採取して 21 項目の水質分析を行った。既存井戸につい

ては、第３回地下水一斉観測調査時（2001 年８月）に、合計 68 試料の地下水サンプルを採

取して、現地再委託業務によりタイの水質分析機関にて 21 項目の水質分析を行った。 

 
分析室での水質分析項目は、次のとおりである。 
水温、pH、EC、Ca、Mg、Na、K、Fe、Mn、NH4、As、CO3、HCO3、CO2、Cl、SO4、

NO3、F、SiO2、硬度、TDS 

 
(2) 現場での水質測定 
JICA 試験井戸については、井戸完成後から月１回のペースで地下水の水質測定を地下水位

測定とともに実施した。既存井戸については、年４回実施した地下水一斉観測と毎月１回

12 ヶ月間実施した地下水定期観測で、地下水の水質測定を地下水位測定とともに実施した。

地下水一斉観測は、2001 年２月、５月、８月、および 11 月に実施した。現場水質測定を行

った井戸本数は、一斉観測では約 250 本、定期観測では 26 本、JICA 試験井戸は 30 本であ

る。地下水の現場水質測定は、技術移転を行いながら調査団員と C/P が協力して行った。 

 
JICA 試験井戸および既存井戸において実施した現場水質測定の項目は、次のとおりであ

る。 
水温、pH、ORP、EC、Fe、F、NO3、NH4、As、大腸菌、一般細菌 

 
4.3.2 分析室での水質分析結果 
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(1) JICA 試験井戸 
(a) 主要溶存イオン 

コンポンチナン州では北部で(Na＋K)－HCO3型、中部から南部では Ca－HCO3型が卓越する

が、南部では陰イオンで Cl が高くなる井戸がある。コンポンチャム州では、Mg－HCO3 型

を示すものが多いが、メモット地区では Ca－HCO3 型を示す井戸がある。同州西部の No.30
井戸は特異な水質組成を示し、水質が悪い。主要溶存イオンの量は、コンポンチナン州で８

～24 meq/L であるのに対し、コンポンチャム州では５ meq/L のものが多い。しかし、メモッ

ト地区では主要溶存イオン量が 15～20 meq/L の井戸が３本あり、西部の No.30 井戸は 45.6 
meq/L と高い（図 4.3.1 及び図 4.3.2）。 

 
(b) WHO 水質ガイドライン値との比較 

WHO による飲料水水質ガイドライン値と JICA 試験井戸の水質分析結果を比較したところ、

Na のガイドライン値（＝200 mg/L）を超える井戸が１本、Fe のガイドライン値（＝0.3 
mg/L）を超える井戸が 10 本、Mn のガイドライン値（＝0.1mg/L）を超える井戸が 19 本、As
のガイドライン値（＝0.01 mg/L）を超える井戸が１本、As のガイドライン値(0.01mg/L)を超

える井戸が２本、Cl のガイドライン値（＝250 mg/L）を超える井戸が１本、NO3のガイドラ

イン値（＝50 mg/L）を超える井戸が１本、F のガイドライン値（＝1.5 mg/L）を超える井戸

が３本、TDS のガイドライン値（＝1,000 mg/L）を超える井戸が１本あることが判明した

（２回測定した井戸については、どちらかで超えた場合を含む）。一方、上記すべてのガイ

ドライン値をクリアした試験井戸は、コンポンチナン州で２本、コンポンチャム州で９本で

あった（表 4.3.1）。 

 
(c) 水質分布 

pH はコンポンチナン州の試験井戸すべてで７以上を示すが、コンポンチャム州では７未満

の酸性を示す井戸が多く、スオンやメモット地区では 5.6～5.85 の井戸がある。ORP は０ 
mV 以上を示す井戸が多いが、トンレサップ河およびメコン河沿いの井戸、およびスオン地

区やメモット地区の一部の井戸では－20～－60 mV と還元環境を示す。EC はコンポンチナ

ン州でほとんどの井戸が 50～100 mS/m であり、コンポンチャム州では No.30 井戸が 225 
mS/m と高い値を示すものの、北西部から中部、南東部にかけての地域では４～20ｍS/m、そ

れ以外の地域は 25～50 mS/m を示し、コンポンチナン州よりも良好な値である。TDS は

WHO ガイドライン値を超えるのはコンポンチャム州西部の No.30 井戸だけであり、コンポ

ンチナン州では 240～660 mg/L、コンポンチャム州では北西部から中部、南東部で 25～200 
mg/L と良好な値を示す。Fe はトンレサップ河およびメコン河沿いの地域で高い傾向があ

り、前者では 0.4～0.7 mg/L、後者では 1.9～3.6 mg/L を示す井戸がある。これに対して、コ

ンポンチナン州中央部から西部と、コンポンチャム州北西部および中央部～東部では 0.1 
mg/L 以下の井戸が多い（図 4.3.3）。Mn はコンポンチナン州南部およびコンポンチャム州

東部や北西部を除き WHO ガイドライン値を上まわっており、0.5 mg/L を上まわる地域はト

ンレサップ河流域およびメコン河上流部にみられる。Na は試験井戸で WHO 値を超えるもの
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はないが、南に隣接するカンダール州で高いことが知られており、コンポンチナン州では

100 以上 200 mg/L 以下の井戸が３本、コンポンチャム州では西部に１本存在する。Cl は

No.30 井戸で 386 mg/L と WHO ガイドライン値を超えており、コンポンチナン州南部の No.8
井戸も 170 mg/L と高いが、それ以外の井戸は 50 mg/L 以下と低い。 

 
砒素は、コンポンチナン州北部の No.10 井戸（0.098 mg/L）とコンポンチャム州北部の

No.23 井戸（0.027 mg/L）で WHO ガイドライン値を超えている（図 4.3.4）。F はコンポン

チナン州北部の３つの井戸で 1.53～1.87 mg/L とガイドライン値を超えている（図 4.3.5）。

NO3 は No.30 井戸でだけガイドライン値を超えているが、他はすべて 10mg/L 以下である。

NH4はガイドライン値を超える井戸はないものの、0.2～1.0 mg/L を示す井戸がコンポンチナ

ン州で６本、コンポンチャム州で２本確認された。SO4は No.30 井戸で 177mg/L と比較的高

いものの、他はすべて 20 mg/L と低い。 

 
(2) 既存井戸 
(a) 主要溶存イオン 

手掘り井戸ではコンポンチャム州の中部から西部のメコン河沿いの地域と、コンポンチナン

州北西部で主要イオン溶存量が 50～80meq/L と高く、水質組成はこれらの地域で（Na+K）

－Cl 型を示すものがある。それ以外のコンポンチナン州では主要イオン溶存量は２～10 
meq/L で、コンポンチャム州東部では１ meq/L 以下の井戸が多い。 

 
複合井戸はコンポンチャム州中部の３本しか分析していないが、主要溶存イオン量は 13～
40 meq/L で、水質組成にはばらつきがある。 

 
管井戸では、コンポンチナン州で Ca－HCO3 型を示すものが多く、コンポンチャム州では

Mg－HCO3 型および Ca－HCO3 型を示すものが多い。主要溶存イオン量は、手掘り井戸と同

様にコンポンチャム州の中部から西部のメコン河沿いの地域とコンポンチナン州北西部で

20～62 meq/L と高く、その他のコンポンチナン州とコンポンチャム州中部で５～15 meq/L 程

度である。メモット地区では、４～16 meq/L と比較的高い井戸がある一方で、１meq/L 未満

と極めて小さな井戸もある（図 4.3.6）。 

 
(b) WHO 水質ガイドライン値との比較 

WHO による飲料水水質ガイドライン値と既存井戸（手掘り井戸（DW）31 本と管井戸

（BH）34 本）の水質分析結果を比較したところ、Na のガイドライン値（＝200 mg/L）を超

える井戸が DW３本と BH２本、Fe のガイドライン値（＝0.3 mg/L）を超える井戸が DW９

本と BH19 本、Mn のガイドライン値（＝0.1mg/L）を超える井戸が DW15 本と BH12 本、As
のガイドライン値（＝0.01 mg/L）を超える井戸が DW２本と BH３本、Cl のガイドライン値

（＝250 mg/L）を超える井戸が DW３本と BH２本、NO3のガイドライン値（＝50 mg/L）を

超える井戸が DW３本と BH１本、F のガイドライン値（＝1.5 mg/L）を超える井戸が DW、
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BH それぞれ０本、NH4 のガイドライン値（＝1.5 mg/L）を超える井戸が DW４本と BH２

本、SO4 のガイドライン値（＝250 mg/L）を超える井戸が DW２本と BH１本、および TDS
のガイドライン値（＝1,000 mg/L）を超える井戸が DW４本と BH３本あることが判明した。

一方、上記すべてのガイドライン値をクリアした試験井戸は、コンポンチナン州で DW が

13 本中２本、BH が 13 本中３本、コンポンチャム州で DW が 18 本中７本、BH が 21 本中５

本であった（表 4.3.2）。 

 
(c) 水質分布 

pH は手掘り井戸（DW）の場合、トンレサップ側右岸とメコン河左岸のほとんどの地域で７

未満の酸性を示し、両者に挟まれた調査地域中央部では７～7.8 とアルカリ性を示す。管井

戸（BH）ではコンポンチャム州東部で 5.2 から 6.9 の酸性を示すが、それ以外の地域ではコ

ンポンチナン州中央部の井戸２本を除いてすべて７～7.8 のアルカリ性を示す(図 4.3.7)。 
ORP は DW ですべて０ mV 以上を示し、とくにコンポンチャム州東部では 250～500mV、コ

ンポンチナン州中部では 200～300ｍV と強い酸化状態を示す。一方、BH はコンポンチャム

州東部で 250～600ｍV の強い酸化状態を示すが、メコン河沿いの地域やコンポンチャム州西

部、コンポンチナン州北部などでは０～－150ｍV 程度の還元状態を示す。 
EC は、DW の場合コンポンチナン州の多くの井戸およびコンポンチャム州東部の井戸で 25 
ｍS/m 以下と良好な値を示す。一方、コンポンチャム州中央部～西部とコンポンチナン州東

部地域に 100 ｍS/m を示す井戸が分布し、とくにコンポンチャム州西部では 300ｍS/m を超

える井戸がある。BH でもコンポンチャム州東部およびコンポンチナン州中央部で 25 ｍS/m
と良好な値を示すが、調査地域中央部で 100～300 ｍS/m を示す(図 4.3.8)。 

 
TDS の分布は EC の分布とよく似ており、DW では調査地域中央部で WHO ガイドライン値

を超える。BH では、ガイドライン値を超えるのはコンポンチャム西部とコンポンチナン州

北東部と狭くなる。 
Fe は DW の場合、WHO ガイドライン値を超える地域はメモット地区北部やコンポンチャム

州西部、コンポンチナン州北部および中央部に限られている。一方、BH ではコンポンチナ

ン州低地部からメモット地区を除くほとんどのコンポンチャム州でガイドライン値を超え、

とくにメコン河沿いでは 11～20mg/L と高濃度を示す井戸がある(図 4.3.9)。 
Mn は DW、BH とも似たような分布を示し、WHO ガイドライン値を超える地域はコンポン

チャム州東部地域と中央部～西部地域、およびコンポンチナン州北部地域である。0.5 mg/L
以上の高い Mn 濃度は、調査地域中央部に比較的広く分布する。 
Cl は DW、BH ともコンポンチャム州西部で WHO ガイドライン値を超える井戸があり、DW
の方がその範囲が広く濃度も高い。 
Na も Cl と同様の傾向を示し、DW、BH ともコンポンチャム州西部およびコンポンチナン州

北東部で WHO ガイドライン値を超えるが、DW の方がその範囲が広い。 

 
砒素は、DW ではコンポンチャム市南方のメコン河沿いの２ヶ所で WHO ガイドライン値を
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超える地下水が発見された。一方、BH ではコンポンチャム州のメコン河上流地域と、コン

ポンチナン州北部および中部の井戸でガイドライン値以上の砒素が検出された。 
F は DW、BH とも WHO ガイドライン値を超える井戸はなかったが、DW よりも BH の方が

濃度が高く、BH ではコンポンチャム州西部で 1.2～1.4 mg/L を示す井戸がある。 
NO3 は WHO ガイドライン値を超える井戸は限られているが、DW の方が BH よりも濃度が

高く、ガイドライン値を超えているコンポンチャム州西部やコンポンチナン州南部を中心

に、濃度 10 mg/L 以上の地域は調査地域中部から北東部および北西部に拡がっている。BH
では、濃度 10 mg/L 以上の地域はコンポンチャム州西部以外は、局所的に分布するだけであ

る。 
NH4 は DW の場合、コンポンチナン州北部とコンポンチャム州西部およびメモット地区で

WHO ガイドライン値を超える井戸がある。一方、BH ではコンポンチャム州のメコン河に沿

った地域でガイドライン値を超えている。 
SO4 は、DW ではコンポンチャム州中部と西部に WHO ガイドライン値を超える井戸があ

り、濃度 50 mg/L 以上の地域はコンポンチャム州中部や西部およびコンポンチナン州北東部

に広がっている。BH ではコンポンチナン州北東部に 710 mg/L と極めて濃度の高い井戸が存

在するが、ガイドライン値を超えている井戸は調査地域内ではこれだけで、あとは隣接する

カンダール州の井戸でガイドライン値を超える井戸が発見されている。濃度 50mg/L 以上の

地域も限定されている。 

 
4.3.3 現場での水質測定結果 

 
(1) 既存井戸地下水一斉観測結果 
４回にわたる既存井戸の地下水一斉観測による現場水質測定項目ごとの結果は、以下のとお

りである。 

 

(a) pH 
手掘り井戸（DW）では、コンポンチャム州東部およびコンポンチナン州のほとんどの地域

で pH が７以下の酸性を示し、調査地域中央部で７以上のアルカリ性を示す大きな傾向は変

わらないが、その分布範囲や値に変化が認められる。2001 年２月にはコンポンチャム州中央

部から西部にかけて pH７以上の地域が拡がっていたが、５月にはその値が小さくなり pH７

以上の範囲も減少した。８月には pH７以上の地域がやや拡大し、pH７以下の地域では pH
値がやや上昇した。11 月にはコンポンチャム州中部～西部での pH７以上の範囲は狭まった

が、コンポンチナン州北東部では pH７以上の範囲が拡大した。 
管井戸（BH）では、コンポンチャム州東部では一貫して pH７以下の酸性を示すが、コンポ

ンチャム州中央部からコンポンチナン州では、pH７の等値線の位置や pH 値が変化してい

る。2001 年２月には、コンポンチャム州中央部を中心にして、比較的ｐH が高い地域が拡が

っていたが、５月になるとｐH 値は減少し、コンポンチャム州西部やコンポンチナン州では

pH７以下の地域が拡大した。８月になると、pH７以上の地域はさらに縮小し、コンポンチ
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ナン州では pH７以下の地域で pH 値が減少した。11 月になると、pH７以上の地域がやや拡

大し、pH 値も上昇した。 

 

(b) ORP 
DW では ORP 値が 2001 年２月全体的に高く、多くの地域で 200ｍV 以上を示したが、５月

にはほぼ全域で ORP 値が下がり、コンポンチャム州東部を除いて 200ｍV 以下となった。８

月は５月と大きく変わらないが、メモット地区では ORP の上昇が見られ、メコン河やトン

レサップ河沿いの地域では ORP がやや減少した。11 月になると、ORP 値が調査地域中央部

で 100ｍV 以下となる地域が出現し、コンポンチャム州西部やコンポンチナン州北部の一部

の井戸では ORP 値がマイナスとなった。 
BH では 2001 年２月には ORP 値がマイナスの地域はメコン河およびトンレサップ側沿いな

どの一部の地域に限られていたが、５月になると全域で ORP 値が減少してメコン河やトン

レサップ河沿いの地域を中心に ORP０mV 以下の地域が拡大した。８月には ORP 値がやや

上昇してコンポンチャム州西部では ORP 値が 100ｍV 以上の地域が拡大した。また、メモッ

ト地区でも ORP 値が増加した。11 つきには ORP 値はメモット地区で減少し、調査地域中央

部でも ORP 値の減少がみられた。 

 

(c) EC 
DW では、コンポンチャム州では EC の分布パターンや値に大きな変化は見られないが、コ

ンポンチナン州では北部で EC 値に変化が認められた。北西部の井戸では、2001 年２月から

５月にかけて EC 値の増加が見られ、８月から 11 月にも EC 値の増加が北部で認められた。 
BH では、EC 値の分布に大きな季節変化は認められなかった。 

 

(d) F 
DW では、F の分布状況に大きな季節変化は見られなかった。 
BH でも同様に、F の分布状況に大きな季節変化は認められなかった。 

 

(e) NO3 
DW では、NO3 の分布状況に大きな季節変化は認められなかった。 
BH では、コンポンチナン州南部で 2001 年２月から８月にかけて F が増加する地域が見られ

たが、11 月には値が減少した。 

 

(f) NH4 
DW では、2001 年２月にコンポンチナン州中部で 0.5mg/L 以上とやや高い値が測定された

が、５月以降はそれは消滅した。それ以外では、NH4 の分布状況に大きな変化は認められな

い。 
BH では、2001 年２月にコンポンチナン州で 0.5mg/L 以上のやや高い値が測定されたが、５

月以降は消滅した。コンポンチャム州南部では、メコン河沿いの一部の井戸で NH4濃度が増
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加傾向を示している。 

 

(g) Fe 
DW では、2001 年２月に比較して５月にはトンレサップ河沿いの地域で Fe 濃度がやや上昇

する傾向が見られた。 
BH では、メコン河沿いに調査地点数が多かった 2001 年５月および 11 月に、Fe の高濃度地

帯がよく把握された。一方、2001 年５月にはメモット地区で高濃度の Fe が測定されたが、

８月以降は濃度が低くなっている。 

 

(h) As 
DW では、フィールドキット限られた井戸でわずかに砒素汚染を示す徴候が見られたが、

0.02mg/L より大きな値は測定されていない。 
BH では、コンポンチナン州北部と、コンポンチャム州中央部から北部のメコン河沿いの地

域で 0.05 mg/L 以上の砒素濃度が測定されており、メコン河沿いで調査地点の多かった 2001
年５月および 11 月の調査では、メコン河沿いの地域で汚染地帯が連続して分布することが

確認された。 

 
(2) 既存井戸地下水定期観測結果 
毎月１回の１年間にわたる既存井戸の地下水定期観測による現場水質測定結果は、以下のと

おりである。 

 

(a) pH 
DW では、コンポンチナン州およびコンポンチャム州の北西部の一部の井戸で、2001 年８月

以降、pH がやや増加する傾向が見られた。コンポンチャム州のスオン地区やメモット地区

では、pH 値は一定の範囲内で変動している。 
BH においても、コンポンチナン州やコンポンチャム州の井戸で、８月以降、pH 値がわずか

に増加する傾向が見られた。 

 

(b) ORP 
DW では、井戸により不規則な変動を示すものの、コンポンチナン州やコンポンチャム州北

西部で ORP 値が 2001 年１月から４月にかけて減少し、６月に一旦上昇するものの、７月以

降 12 月にかけてやや減少する傾向が認められた。コンポンチャム州のスオン地区やメモッ

ト地区においても、ORP 値は不規則な変動を示しつつも、やや低下する傾向を示す。 
BH では、個々の井戸の ORP 値の不規則な変動幅が DW よりも大きい傾向を示すが、コンポ

ンチナン州やコンポンチャム州北西部およびメモット地区の井戸では、ORP 値がやや減少す

る傾向が見られる。 
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(c) EC 
DW では、コンポンチナン州の EC 値が比較的低い井戸において、2001 年５月以降 12 月に

かけて、EC 値がわずかに増加する傾向が見られる。一方、EC 値の比較的高い井戸では、EC
は一定の範囲内で変動している。コンポンチャム州北西部では、EC 値が比較的小さな井戸

ではほとんど値に変化はないが、EC 値の大きな井戸では不規則に変動している。スオン地

区では、EC 値の低い井戸では EC 値が１月から６月にかけてわずかに減少し、８月以降はわ

ずかに上昇する傾向がある。EC 値の大きな井戸では、１つの井戸では EC 値が徐々に減少し

ており、もうひとつの井戸では１月から 10 月はじめにかけて EC 値が大きく減少し、その後

12 月まで急激に増加している。メモット地区の井戸では、EC 値が 15ｍS/ｍ以下と低いが、

多くの井戸で EC 値が２月から７月にかけてわずかに低下し、８月以降比較的明瞭に EC 値

が増加する傾向を示す。 

 

(d) Fe 
DW では、パックテストの測定精度から考慮して、有意な季節変動は認められない。 
BH では、コンポンチナン州では井戸により Fe 濃度が大きく不規則に上下するものがある。

コンポンチャム州北西部では、2001 年８月以降 11 月にかけて Fe 濃度が上昇傾向を示す井戸

がある。スオン地区やメモット地区では有意な変化は認められない。 

 

(e) F 
DW では、パックテストの精度を考慮すると、有意な季節変動は認められない。 
BH では、コンポンチナン州の井戸で F 濃度が増加傾向を示す井戸が１本あるが、その他の

井戸では有意な変動は認められない。 

 

(f) NO3 
DW では、コンポンチャム州北西部の一部の井戸で、2001 年７月から９月にかけて NO3濃度

が減少しているように見えるが、その他の井戸には有意な変化は認められない。 
BH では、コンポンチャム州北西部の井戸で、６月から９月にかけてやや NO3 濃度が上昇す

る傾向を示すが、それ以外の井戸では有意な季節変動は認められない。 

 

(g) NH4 
DW では、比較的 NH4濃度が高い井戸で濃度の変化が大きいが、はっきりした変動傾向はみ

られない。 
BH では、NH4 濃度に有意な季節変動は認められない。 

 

(h) As 
フィールドキットの精度を考慮すると、DW では有意な砒素濃度の変化は認められない。 
BH では、コンポンチナン州北部の井戸で、2001 年３月まで 0.05mg/L 以下であった砒素濃度

が上下しながら上昇傾向を示し、８月、９月および 12 月には 0.2mg/L を示した。それ以外
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の井戸では、砒素濃度に有意は変動は見られない。 

 
(3) JICA 試験井戸モニタリング結果 
井戸完成後、毎月１回のペースで測定した JICA 試験井戸の現場水質測定結果は、以下のと

おりである。 

 
pH 値は、多くの井戸でやや減少傾向を示し、コンポンチャム州スオン地区やメモット地区

では８月から 10 月にかけての減少傾向が比較的明瞭である。ORP は、2001 年 9 月に井戸設

置後の塩素消毒のために一時的に高い値を示す井戸があるが、それ以外の井戸では減少傾向

を示すものが多い。EC 値は、いくつかの井戸でやや上昇傾向を示すものがある。Fe 濃度

は、コンポンチャム州北西部の No.22 井戸で８月の８mg/L から 12 月の４mg/L と低下傾向を

示す。一方、スオン地区の No.20 井戸では上昇傾向を示す。F 濃度は、コンポンチナン州の

No.04 井戸で８月の 1.5mg/L から 12 月の 4.5mg/L と上昇傾向を示す。NO3は No.10 井戸およ

び No.11 井戸で不規則に大きく変化している。NH4 濃度は、No,23 井戸で 2001 年 12 月に

2.0mg/L が測定された。砒素濃度は、コンポンチナン州の No.10 井戸で９月および 12 月に

0.05mg/L を超えた。また、コンポンチャム州の No.23 井戸では、2001 年 11 月に 0.3mg/L を

観測した。 
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JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY (JICA)

THE STUDY ON GROUNDWATER DEVELOPMENT
IN CENTRAL CAMBODIA

Test Well No.
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(Unit: meq/L)

Legend

[Groundwater samples were collected
 in a period from 25 Sep. to 11 Oct. 2001.]
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JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY (JICA)

THE STUDY ON GROUNDWATER DEVELOPMENT
IN CENTRAL CAMBODIA[WHO Guideline Value of Fe for

 Drinking Water is 0.3 mg/L.]
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Fe <= 0.3 mg/L

0.3 mg/L < Fe
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JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY (JICA)

THE STUDY ON GROUNDWATER DEVELOPMENT
IN CENTRAL CAMBODIA[WHO Guideline Value of As for

 Drinking Water is 0.01 mg/L.]
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As <= 0.01 mg/L

0.01 mg/L < As
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JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY (JICA)

THE STUDY ON GROUNDWATER DEVELOPMENT
IN CENTRAL CAMBODIA[WHO Guideline Value of F for

 Drinking Water is 1.5 mg/L.]
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表 4.3.2（1/4） 既存井戸の室内水質分析結果 
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表 4.3.2（3/4） 既存井戸の室内水質分析結果 

 
 

4-39 

 



 

 
 
 
 
 
 

表 4.3.2（4/4） 既存井戸の室内水質分析結果 

 
 

4-40 

 


	目次
	第4章　地下水調査
	4.3　地下水水質
	4.3.1　調査の方法
	4.3.2　分析室での水質分析結果
	4.3.3　現場での水質測定結果





